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総合研究大学院大学物理科学研究科

の大学院教育改革推進プログラム「研

究力と適性を磨くコース別教育プログ

ラム」が採択され、平成21年秋から実

施されている。3年間のプログラムとし

て、平成23年度まで続く予定である。

物理科学研究科では、物理科学の学問

分野において高度の専門的資質とともに

幅広い視野と国際的通用性を備えた、社

会のニーズに答えることのできる研究者

の育成を目指した教育が行われている。

本プログラムでは、本研究科のこのよう

な教育の課程をさらに実質化し、学生の

研究力と適性を磨き、研究者として必要

とされる総合力、専門力、企画力、開発

力、国際性などを身に付けさせることを

目的としている。そのため、博士課程前

期における大学院基礎教育の充実ととも

に、博士課程後期におけるコース別教育

プログラムを実施する。本研究科の大

学院教育が行われている各基盤研究機

関では、国際的に最先端の研究プ

ロジェクト、大規模研究プロジェ

クト、企業との開発研究プロジェ

クトなどが数多く推進されており、

本プログラムは、このような優れ

た研究的環境を最大限に生かした

教育の実質化を目指している。ま

た、eラーニングの積極的活用によ

り、学生の成績評価、学生による

授業評価、教員のファカルティ・

ディベロップメント（FD）に関す

る組織的取り組みを行なっている。

昨年度この大学院教育改革推進プ

ログラムに伴う履修規定の改定を

行い、現在、コース別教育プログ

ラムの実施、共通専門基礎科目のe

ラーニング化、学生が主体で企画

運営する研究科学生セミナーなど

の積極的な取り組みが行われている。

                       （桑島 邦博　記）

組織的な大学院教育改革推進プログラム

総研大ニュース

＠総研大

こんにちは！　武藤翼と申します。

私は2009年4月から分子研・錯体触

媒科学研究部門・魚住グループに所属

しています。私は有明工業高等専門学

校を卒業後、豊橋技術科学大学の学部

3年次に編入しました。豊橋にて学士

および修士号を取得後、総研大5年一

貫制博士課程の3年次に編入しました。

少し特殊な学歴だと思っていたのです

が、意外と高専出身者が岡崎三機関（分

子研・基生研・生理研）に在籍されて

いて驚いています。学部・修士時代は

錯体触媒を用いた不斉合成を行ってお

り、特に不斉ハロゲン化反応について

研究していました。分子研に来てから

は、魚住教授の下で、新規水中機能錯

体触媒の開発に取り組んでいます。

早いもので、本コラムを執筆してい

るときには、岡崎に来てから1年と3ヶ

月が経とうとしています。分子研に初

めて入所した時には、一回りも二回り
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武藤　翼
総合研究大学院大学物理科学研究科機能分子科学専攻

むとう・つばさ
2009年4月総合研究大学院大学・物理科学研究科・機能分子科学専攻（分子研）に入学。
無事に出所できることを切に願いながら、博士号取得を目指し日々研究しています。専門
分野は有機合成・錯体化学。今年の抱負は「目指せマイナス5キロ！」。

オリエンテーション
科学英語教育
総合教育科目
「科学と社会」
共通専門基礎科目
（各専攻が担当）
ラボ・ローテーション

研究室配属
専攻専門科目
コース別教育に
    向けた準備
中間発表
（２年次修了時）

１年次（D1）

２年次（D2）

専門分野の習得とともに
基礎学力の向上を図り、
広い視野を持った研究者を育成する。

外部の一流研究者を副研究指導者として、
先端的な研究分野を
徹底的に探求する。 

大規模研究プロジェクトを
企画・推進する能力を
備えた研究者を育成する。

企業で行われている開発研究を
企画推進する能力を備えた
研究者を育成する。 

基本コース

先端研究指向コース 

プロジェクト研究指向コース

開発研究指向コース

３、４年次
（D3, D4）

5年次
（D5）

博士学位授与

「総合力」
高度の専門性と
広い視野を持ち

社会に貢献できる研究者

「専門力」

「企画力」 
大規模プロジェクトの
リーダーとなる研究者

先端的研究に携わる
国際的一流の研究者

開発研究を企画推進する
実用指向性の強い研究者

「開発力」 

博士論文
研究指導
中間発表

博士論文
予備審査
博士論文本審査
公聴会

国際的教育環境
　20％が外国人留学生、
　英語による授業、英語教育、
　海外インターンシップ、国際的研究集会参加、
　アジア冬の学校の実施

eラーニングの積極的活用とFDに対する組織的取り組み
　研究科内の教育・講義の一体化、学生による授業評価、教員による相互授業評価

複数指導教員体制とアカデミック・アドバイザー
　学生の履修指導、コース選択指導、キャリア教育の実施

物理科学研究科学生セミナー
　学生主体の企画力・運営力の育成、コース別教育プログラムのオリエンテーション

RA制度の拡充と学生支援

COLUMN

「研究力と適性を磨くコース別教育プログラム」
http://www.ps-edu.soken.ac.jp/
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も大きくなってやる！　キリッ、と

高い志を持っていたのですが、大きく

なったのは腹まわりばかりで、焦りを

感じています。こんな私ですが、本コ

ラムの執筆を仰せつかりましたので、1

年3ヶ月を踏まえ、分子研のこと、総

研大のことや、私生活のことなどを赤

裸々？に書いていこうかと思います。

本コラムの執筆を依頼されたとき、「面

白い文章を書いてね！」と念を押され

たこともあり、面白い文章を書こうと

日々悶々としていたのですが、どう足

掻いても書けそうにないので、面白く

ないなりにがんばります。

はじめに、分子研の魅力について語

りたいと思います。これから総研大を

目指そうとしている学生の方にすこし

でも参考になれば幸いです。

分子研は、名前の通り、分子科学に

特化した研究機関で、理論科学系、光

科学系、材料系や、生科学系等、幅広

い研究領域と多くの研究室を持ってい

ます。また、分子研は、大学共同利用

機関なので、各大学では購入しづらい

高価な実験機器や、大型装置（例えば、

極端紫外光施設UVSORや、最近話題

のスーパーコンピュータ、920 MHzの

NMR等）を備えています。図書館も（カ

ビ臭いのを除けば）非常に充実してい

て、一般図書は少ないものの、多くの

科学論文や専門書が蔵書され、加えて、

多くの電子ジャーナルを閲覧すること

ができます（某大学の助教が言うには、

まだまだ少ないらしい）。これらの研究

設備の充実っぷりは、日本だけでなく、

世界的に見てもトップクラスだと思い

ますし、分子研の魅力の1つです。

数多くの実験機器・装置が充実し

ていることはとても魅力的ですが、分

子研の魅力はそれだけではありませ

ん。私が一番魅力的に感じていること

は、各分野に精通した優秀な教授陣・

ポスドクとの距離が非常に近いことで

す。日々レベルの高い濃密なディスカッ

ションができるので、非常に有意義な

時間を過ごすことができます。

しかしながら、総研大が併設されて

いるとはいえ、研究室ごとの学生数が

少ないため、たとえ博士課程の学生で

あっても余裕で「下っ端」になります。

先生方、先輩方に日々頭が上がりませ

ん。ディスカッションでは言いくるめ

られてばかり。学部4年生ではじめて

研究室に配属されたときの、あのどう

しようもない感覚が蘇ります。かといっ

て、他の大学では、博士課程の学生と

もなれば、後輩相手に偉そうなことを

1つや2つしているお年頃なのに、学部

生がいないので、そういったこともで

きません。そんなこんなで、悶々とし

てきた時は、研究室を離れて外の空気

を吸うことをおすすめします。岡崎三

機関にはバドミントン部やフットサル

部等のサークルがありますので、ちょっ

とした息抜きにもってこい。最近、私

は息抜き＋ダイエットを目的としてバ

ドミントン部に通いはじめました。お

すすめです。ちなみに今のところダイ

エットの効果は残念ながら得られてお

りません。

話がそれたような気がしますが、こ

れら良い面、悪い面を含め、全てが分

子研の魅力です。このような大学とは

一味も二味も違う分子研の魅力的なイ

ンフラを活用して、博士号を取りましょ

う！　というコンセプトで創設された

大学院大学が総研大・機能／構造分子

科学専攻です。

他の専攻も同様に、各研究基盤の中

に総研大の各専攻が設立されています。

そのため、各専攻が全国津々浦々に散

らばっていることも総研大の特徴で

す。総研大にも（一応）本部の葉山キャ

ンパスがあって、そこで入学式／修了

式や全学事業等を行います。入学式を

終えた後は、学生セミナー実行委員や

総研大ワークショップ等の全学事業や、

総研大主催の全専攻向け授業に参加し

ない限り、同期入学の方とは入学式以

降会えなくなる可能性がありますので、

入学式で多くの友人を作ることが、今

後の学生生活を送る上で重要になって

きます。これから総研大に入学しよう

と思っている方は、是非他専攻の学生

と仲良くなってください。他専攻の学

生の話は非常におもしろいですよ。

いろいろ書かせていただきました

が、私自身、分子研／総研大での学生

生活におおむね満足しています。この

少し特殊な環境は、来る人を選ぶと思

いますが、自分を鍛え直し、視野を広

げたい方には非常におすすめです。以

上、全体的にまとまりのない文章になっ

てしまいましたが、いかがでしたでしょ

うか。このコラムが、これから総研大

を目指す学生に、すこしでも役立てて

もらえれば幸いです。


